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Details
 

カスタムプラスチックコイル製本ノートは、二重ループの金属ワイヤではなく、連続したプラスチック製スパイラルを使用します。仕上がり寸法、用紙、枚数、表紙、デザインデータ、梱包
をまとめて指定し、注文を承認する前に現物サンプルで書きやすさとページのめくりやすさを確認してください。

研修チーム、学校、販促用の購入者、文具ブランドにとって、ノートはロゴを表示するだけでは不十分です。十分に使える書き込みスペース、適切なページレイアウト、完成した冊子の厚み
に合ったとじ方が必要です。この製品は、Custom Notebooks / Custom Spiral Bound Notebooksのカテゴリーに属します。

ワークショップ用ワークブックには、演習を書き込める余白が必要です。従業員向けノートには会議用テンプレートが必要な場合があります。小売用ジャーナルでは、筆記面と表紙構造を明
確に示す必要があります。装飾仕上げを先に選ぶのではなく、使用者が何をするかを起点にしてください。

洗練された表紙でも、製本端の文字に穴がかかる、インクが裏抜けする、机のない場所では書きにくいほど表紙が柔らかい、といった問題は補えません。こうした不一致により、実用的な販
促品が使われない在庫となり、イベント日が迫るなかで再発注がさらに複雑になるおそれがあります。

実用的な解決策は、仕様を基準に購入することです。用途を定め、確定要件とオプション機能を分け、生産前にサンプルの合格条件を取り決めます。以下の材料と構成は検討項目であり、在
庫が確認された品目一覧ではありません。本製品固有の最小発注数量、生産期間、単位重量、試験結果は未確認です。画像は企画上の概念を示すものであり、工場サンプルや試験証拠として



記録されたものではありません。

仕様、サンプル、発注判断を確認する

プラスチックコイル製本は何が違うのか
使用者に適した寸法、用紙、表紙はどれか
穴あけと印刷に合わせてデザインデータをどう準備するか
仕様決定から生産へどう進めるか
プラスチックコイルが適した製本方法となるのはいつか
サンプル検査と納品検査で何を確認すべきか
どの安全性・環境表示に証拠が必要か
注文品を保護し、再発注にも役立つ梱包とは
比較可能な見積書に含めるべき項目
より良い購入判断の要点
ノートの要件を明確な見積依頼にまとめる

プラスチックコイル製本は何が違うのか ↑
プラスチックコイル製本では、ノートの製本端に沿った穴へ連続したスパイラルを通します。二重ループの金属ワイヤを使うWire-Oとは異なります。この違いは、写真の承認、見積りの
比較、交換部品の指定で重要です。プラスチック表紙だからといって、コイルもプラスチック製とは限りません。

穴の間隔はピッチで表します。プラスチックスパイラルでは一般に4:1ピッチ、つまり一インチ当たり四つの穴を使用し、Wire-Oでは一般に3:1または2:1を使用します。これらは
製本方式上の慣例であり、本製品で確認済みの仕様ではありません。この違いについては、 Binding101のピッチガイド[1].

この形式は平開きや折り返しに対応しますが、完成サンプルでページを妨げなくめくれることを実証する必要があります。魅力的なモックアップや「スパイラル」という名称だけでは、十分
な隙間、端部の固定、製本付近での書きやすさは保証されません。

表紙や挿入物を含む、圧縮していない実際の束厚を基にコイル径を選んでください。MyBindingは、束を押し縮めずに測定し、ページをめくるための余裕を追加するよう推奨していま
す。同社の枚数表は、指定された用紙銘柄を前提としています。詳しくは、 コイル寸法の選定ガイド[2]をご覧ください。実際の収容能力はページ数だけでなく、物理寸法、組み立てた全構成、
サンプル検証によって決まります。



使用者に適した寸法、用紙、表紙はどれか ↑
仕上がりの幅と高さをミリメートルとインチの両方で記録してください。「A4／レター」を同じ寸法として扱わないでください。両者の寸法は異なります。また、提示された寸法が本文用
紙、表紙、または突き出したコイルを含むノート全体のいずれを指すかも明確にしてください。

参考判型 仕上がり用紙寸法 評価する用途
A5 148 × 210 mm／約5.83 × 8.27 in 携帯用の会議メモやジャーナル
A4 210 × 297 mm／約8.27 × 11.69 in 演習、図表、国際規格のワークブック
USレター 215.9 × 279.4 mm／8.5 × 11 in USレター文書と組み合わせるワークブック

これらは参考寸法であり、対応可能と確認された寸法ではありません。穴あけ、内側余白、ミシン目を考慮したうえで、使用可能なページ領域を確認してください。判型を選ぶ前に、代表的
なページを仕上がり寸法で印刷し、読みやすさを評価してください。

紙の坪量だけでなく、書き心地を指定する

紙の坪量は一平方メートル当たりのグラム数、すなわちgsmで表します。ただし、坪量だけでインクの浸透耐性が保証されるわけではありません。塗工、表面処理、インク、筆記具の選択
も影響します。Pure Pensは、これらの違いを同社の 万年筆用紙ガイド[3].

使用予定の筆記具に適した用紙サンプルを依頼してください。インクが紙を貫通する裏抜け、裏面の筆記が透けて見える裏写り、インクが繊維に沿って広がるにじみを評価します。筆記具、
インク、用紙の参照情報を結果とともに記録してください。「万年筆向け」という表示は、選定サンプルによる裏付けが得られるまで試験要件として扱います。

用紙枚数と筆記可能面数は分けて指定してください。例えば、60なら筆記可能面は120ですが、この計算は本製品で確認された構成や収容能力を示すものではありません。表紙、仕切り、
導入ページを枚数に含むかも明記してください。罫線、ドット、方眼、予定表ページでは、実寸で間隔と印刷濃度を承認してください。

表紙の外観と支持性・付属品を分けて検討する

印刷されたカード、ラミネート加工されたカード、プラスチックカバー、ラップボード構造が市場の例として見られます。このノートについて、どの構造で見積もりを依頼できるかを確認し
てください。「ハードカバー」という言葉に頼るのではなく、素材と厚みを記載してください。柔軟なプラスチックカバーと硬質の板紙カバーでは、書き込み時の支えが同じではありません。

マットまたは光沢仕上げ、箔装飾、後ろポケット、ペンループ、ゴムバンド留めは、それぞれ見積りのオプション項目として扱ってください。背面に取り付ける留め具については、取付位置、



可動範囲、ページめくりへの干渉を確認します。他のノートや説明図に載っているという理由だけで、これらが含まれると判断しないでください。

穴あけと印刷に合わせてデザインデータをどう準備するか ↑
選定した構造用として承認されたテンプレートを使用してください。テンプレートでは、仕上がり線、塗り足し、穴あけ領域、文字の安全領域を区別する必要があります。塗り足しは断裁端
のデザインを保護しますが、製本穴から文字を守るものではありません。異なる製本方式のノート用テンプレートを流用しないでください。

ファイルを分ける： 表表紙、裏表紙、表紙の内側、本文ページを、意図的な空白領域も含めて識別してください。
文字組みを確認する： 必要に応じてフォントを埋め込むかアウトライン化し、小さな文字を最終寸法で確認してください。
印刷色を準備する： 合意したCMYK工程に従い、重要なブランドカラーには現物または指定された色見本を用意してください。
画像品質を確認する： ファイルの画素数だけに頼らず、最終出力寸法で解像度を評価してください。
内容を保護する： ロゴ、ページ番号、演習の指示、QRコードを、穴あけや断裁で損なわれる領域の外に配置してください。

表紙の縮小画像だけで承認せず、実際の表表紙と裏表紙のデザインデータを確認してください。仕入先のブランド表示を除外する必要があるか、個体ごとに名入れ内容が変わるか、本文ペー
ジの全版が揃っているかを確認します。テンプレート内の反復的な誤りは、注文全体で繰り返されるおそれがあります。

色精度が重要な場合は、予定する用紙と仕上げで色を承認してください。画面上の校正ではレイアウトを確認できますが、ラミネート下のインクの最終的な見え方は確認できません。一律の
色差許容値を約束するのではなく、色見本と合格判定方法を取り決めてください。



仕様決定から生産へどう進めるか ↑
以下の順序を、仕入先と合意する購入工程として使用してください。既存の工場手順や納期の約束を示すものではありません。

要件書を定める。 数量、寸法、想定使用者、筆記具、レイアウト、納品先、希望到着日を提示してください。1.
構造を確定する。 プラスチックコイルの材質、用紙、表紙、挿入物、梱包を確認します。承認が必要な代替品を明確にしてください。2.
項目別見積りを取得する。 開発、サンプル、生産、配送の費用を分けてください。3.
デジタル校正を承認する。 文字、ページ順、印刷範囲、穴あけ余白を確認してください。4.
現物サンプルを評価する。 提案された材料、組立後の厚さ、筆記特性、製本の動作を確認してください。5.
合意した版を生産承認する。 量産を許可する前に、書面による承認、合格基準、生産日程を記録してください。6.
検査して出荷する。 生産サンプルを承認済み見本と比較し、出荷前に梱包を確認してください。7.

サンプルが予定する量産用の印刷方法と材料を使用しているか確認してください。異なる場合は、そのサンプルで確認できる事項と確認できない事項を記録します。構造見本では厚さを評価
できても最終的な印刷色は証明できず、印刷済み用紙では組立後のページのめくりやすさを証明できません。

サンプル作成、修正、生産、輸送、通関に要する時間を分けて管理してください。希望到着日は工場出荷日ではありません。承認後に変更が生じた場合は、当初の日程がそのまま適用される
と見なさず、価格と日程を文書で再確認してください。



プラスチックコイルが適した製本方法となるのはいつか ↑
どの製本も一律に耐久性が高いと考えず、予定する作業を基準に製本構造を比較してください。以下の選択肢は購入時の参考情報です。本製品について確認されている品名は「カスタムプラ
スチックコイル製本ノート」です。

製本方式 検討する理由 判断上の注意点
連続プラスチックコイル 折り返して筆記でき、色付きの製本部が見える 完成サンプルで端部、隙間、材質、取扱性能を確認する
金属製シングルスパイラル 金属らしい外観を持つ連続スパイラル 変形と露出した端部を評価し、プラスチックコイルとして扱わない
Wire-O二重ループワイヤ 異なる外観仕上げと、見開きページを揃えるうえで有用となり得る構造 専用の適合する穴パターンと閉じ加工の設定が必要
無線綴じ 識別表示や棚陳列に適した一般的な背表紙 同じ平開き性能や折り返し性能があると見なさない
製本方式を変えると、穴あけ、デザイン余白、梱包、費用に影響する場合があります。代替案を評価する場合は、同等の用紙、ページ数、表紙構造を備えたサンプル同士を比較してください。
そうしなければ、見かけ上の差が製本ではなく、それらの構成要素に由来する可能性があります。

左利きの使用者については、製本端付近で実際の筆記作業を評価してください。実現可能性によっては、上綴じや右綴じのレイアウトを依頼する価値があります。折り返せるというだけでは、
あらゆる筆記位置での快適性は確認できません。

見開きをまたぐ地図、図表、デザインについては、組み立てたノートで位置合わせを確認してください。使用者が頻繁にページを追加または並べ替える必要がある場合は、恒久的に組み立て
るコイル形式を選ぶ前に、その要件を明確にしてください。

サンプル検査と納品検査で何を確認すべきか ↑
「高級」「耐久性が高い」といった一般的な表現を、観察可能な検査項目に置き換えてください。生産前に検査数量、方法、合格限界を合意します。ここでは、本製品固有の試験結果や欠陥
許容基準は設定されていません。

検査箇所 推奨確認事項 保管する記録
製本部と穴 ノート全体のページをめくり、位置ずれ、穴の破れ、コイル両端を確認する 接写写真とページめくり動画
用紙 使用予定の筆記具で書き、乾燥後に両面を確認する 用紙の参照情報、筆記具とインクの詳細、サンプル写真
印刷 レイアウト、色、ページ順、罫線を承認済み見本と比較する デザインデータの版と承認記録
表紙と付属品 支持性、仕上げの外観、留め具の動作、取付強度を評価する 構造の詳細と観察結果



検査箇所 推奨確認事項 保管する記録
梱包 梱包箱内の異なる位置からノートを取り出して検査する 梱包箱の写真と損傷の観察記録

これらの確認項目は調べる内容を定めるものであり、ロットの合格を示すものではありません。耐久、摩耗、輸送試験の結果を販売上の表示に使用するには、事前に方法を合意し、結果を記
録する必要があります。

切り取りページを希望する場合は、切り取り用ミシン目と製本穴を区別してください。量産予定の用紙で切り取りを試験し、隣接する用紙が損傷しないか確認します。滑らかに開くノートで
も、きれいに切り取れるとは限りません。

到着時には外側の表紙だけでなく内部も検査してください。外観に問題がなくても、本文用紙に圧痕が生じている場合があります。再梱包前に損傷を撮影し、影響を受けたサンプルを保管し
て、合意済みの請求手順に従ってください。臭気の苦情があれば調査が必要ですが、臭いだけでは化学物質の特定や適合性の証明はできません。

どの安全性・環境表示に証拠が必要か ↑
米国市場では、対象年齢と製品分類が重要です。主として12以下の子ども向けで、適用される子ども用製品安全規則の対象となる製品には、該当する例外や判定を踏まえた試験と認証が必
要です。詳しくは、 CPSCの子ども用製品証明書ガイダンス[4]に従ってください。紙に関する免除が、コイル製本された製品全体にも適用されると判断しないでください。

玩具要件は別個の分類問題であり、すべての学校用ノートに自動的に適用される要件ではありません。CPSCの 玩具安全ガイダンス[5] に該当範囲が示されています。無関係な証明書を求
めるのではなく、完成品にどの要件が適用されるかを確認してください。

FSC表示を行う場合は、該当する認証済みサプライチェーン、製品範囲、販売書類を確認してください。製紙会社の証明書だけでは、販売するノートについてその表示が成立するとは限り
ません。関連する枠組みは、FSCの 加工・流通過程管理規格[6].

本製品について認証は確認されていません。実際の材料と対象市場に対応した書類を依頼してください。同様に、地域の回収要件、部品の分別、塗工やラミネートの扱いを確認せず、ノート
全体をリサイクル可能と表示しないでください。再生材含有率と使用後のリサイクル可能性は別の主張です。

注文品を保護し、再発注にも役立つ梱包とは ↑
梱包方向を選ぶ際は、突き出したコイルに注意が必要です。ノートが隣接する表紙、梱包箱の壁、保護用仕切りにどのように接するか確認してください。装飾スリーブやプラスチック袋だけ
では、圧縮から保護できることは証明されません。

https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Testing-Certification/Childrens-Product-Certificate
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Toy-Safety
https://connect.fsc.org/document-center/documents/9f1b398c-9f00-4c4c-956f-ef21668c9013


必要に応じて個別包装、保護板、仕切りを取り決め、提案された梱包状態を評価してください。梱包箱の収容能力と梱包数量は、実際のノート寸法、収納配置、サンプル検証によって決定す
る必要があります。ページ数が似ている別の注文から推定しないでください。

紙のgsmから運賃を推定するのではなく、梱包後の寸法と重量を記録して運賃見積りに使用してください。梱包箱の表示、納品先の要件、輸送条件、損傷報告の手順を確認します。関税分
類と関税は出荷ごとの確認が必要であり、ここでは輸入税の固定総額を約束していません。

再発注用として、署名済みサンプル、デザインデータの版、用紙と表紙の参照情報、コイル仕様、梱包配置を保管してください。代替品には承認を必須とします。特に用紙、仕上げ、付属品
が変わった場合、「前回と同じ」よりも版管理された仕様書のほうが確実です。

比較可能な見積書に含めるべき項目 ↑
低い単価に意味があるのは、含まれる構造とサービスが明確な場合だけです。表紙だけを変更した既製ノートと、本文まで完全にカスタマイズしたノートを比較せず、競合する仕入先には同
じ要件書で見積りを依頼してください。

開発： 該当する場合は、デザインデータの準備、校正、専用工具、サンプルの費用。
ノートの構造： 仕上がり寸法、用紙枚数、用紙、印刷、プラスチックコイル、表紙、個別に記載した付属品。
発注条件： 数量別価格、選定構成の最小発注数量、支払条件、見積有効期限。
配送： 梱包、運賃、取引条件、明確に示した除外項目。
受入条件： サンプル承認、検査方法、不適合品に対する合意済みの救済措置。

特殊仕上げ、特注色、追加挿入物、数量の増加により、費用と日程の両方が変わる場合があります。希望仕様が予算を超える場合は、より簡素な代替案を依頼してください。ただし、比較時
にも目標とする書き心地を明示しておきます。

この製品について、検証済みのMOQ、サンプル期間、製造期間、単位重量は提供されていません。これらは書面での見積もりまたは実測が必要です。公開されているカテゴリーのキャッ
チコピーや他のサプライヤーの価格表を、このノートの注文条件の代わりに用いてはいけません。

より良い購入判断の要点 ↑
製品の識別を正確に保つ。 連続プラスチックコイルは、金属製シングルスパイラルやWire-Oとは異なります。
完成したノート全体を承認する。 組み立てたサンプルでは、用紙、表紙、挿入物、製本が一体として機能する必要があります。
使用予定の筆記具で試験する。 紙の坪量だけではインク性能を判断できません。



環境ラベルを正確に使用する。 — FSC Recycledは再生繊維100%を示しますが、本製品に自動的に適用できる表示ではありません（出典[7]).
購入条件全体を比較する。 単価だけでなく、サンプル、梱包、配送、受入条件も含めてください。

ノートの要件を明確な見積依頼にまとめる ↑
適切なノート選びは、明確な用途から始まり、承認済みの現物見本で完結します。カスタムスパイラルコイルノートの購入では、根拠のない性能表示に頼らず、筆記面、使用可能なページ領
域、プラスチック製本、納品要件を結び付けて判断することが重要です。

数量、完成サイズ、用途、デザインデータ、配送先、希望納品日を添えて、仕様に基づいた見積もりを依頼してください。

[1]製本ピッチ：Binding101のガイドは2019年4月3日に公開され、プラスチックコイルとWire-Oの穴間隔を区別しています。本製品の加工設備を証明するものではありま
せん。 ↩

[2]コイル寸法の選定：MyBindingのガイドは2019年6月24日に公開され、圧縮していない束厚の測定方法と、用紙固有の収容枚数表の限界を説明しています。本製品の収容能
力を示すものではありません。 ↩

[3]用紙の特性：Pure Pensのガイドは2026年8月26日付で、紙の坪量、裏抜け、にじみ、裏写りの違いを説明しています。このノートの試験報告書ではありません。 ↩

[4]子ども用製品の認証：CPSCの公式ガイダンスは、適用される試験、認証、例外を説明しています。分類は完成品について評価する必要があります。 ↩

[5]玩具安全の適用範囲：CPSCの公式事業者向けガイダンスは玩具を対象としており、一般的なノートに一律適用される認証として提示すべきではありません。 ↩

[6]FSCの加工・流通過程管理：FSC文書は、認証済みの調達、加工、表示、販売の枠組みを説明しています。本製品固有の認証を主張するものではありません。 ↩

[7]FSCラベルの意味：FSCの公式ラベル解説では、再生繊維の表示を他のFSCカテゴリーと区別しています。 ↩

Product Option

https://us.fsc.org/what-is-fsc/what-do-the-fsc-labels-mean

